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1 本書は、山梨県北杜市須玉町江草字平山で施正された農産物処理加工施設建設工事に伴う平山 (ひ らやま)

遺跡緊急発掘調査の報告書である。

2 本調査の現地作業は、平成 17年 6月 21日 に着手し、平成 17年 7月 22日 に完了した。調査記録と出土品の

整理作業は、平成 17年 8月 25日 に着手し、平成 18年 3月 31日 に完了した。

3 発掘調査の経費は、農産物処理加工施設の事業主体である北杜市が負担した。

4 発掘調査は北杜市教育委員会が直営で実施した。調査組織は下記のとおりである。
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調査事務局 北杜市教育委員会生涯学習課

5 本書の執筆、編集は、佐野があたった。

6 本遺跡の出土品及び調査に係わる諸記録は、北杜市埋蔵文化財センターが保管している。

7 確認調査の実施にあたって以下の方々と機関に、ご協力とご指導を賜った。ご芳名を記して感謝したい (五十

音順・敬称略)。

安藤広道 (慶應義塾大学)、 小澤寛 (須玉町江草区)、 小林健二 (山梨県埋蔵文化財センター)

8 調査参加者 (五十音順・敬称略)

浅川英光、厚芝金夫、栗澤美香、石原すみえ、石渡節子、井手研二、井手正美、伊東加代子、井上町子、長

田重子、小澤久恵、小野一英、小野芳江、片山和江、兼松章子、上村ゆきえ、河手寿子、小松原千津、酒巻

正道、篠原恵美子、清水貞子、清水里子、清水さゆり、清水 尋、清水やす子、清水泰倫、下島綾美、鈴木

節夫、田代武士、千葉激、筒井つや子、重屋てる子、野崎美智江、長谷川規愛、平島勝、伏見徳芳、藤原喜
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1 報告書中の地図は、国土地理院発行 2万 5千分の 1地形図「若神子」「韮崎」、5万分の 1地形図「入ヶ岳」「韮

崎」「鰍沢」「金峰山」「御岳昇仙峡」「甲府」、須玉町役場「須玉町全図」(廃版)、 北杜市役所農政課作成「農

産物処理加工施設設計図」を使用した。

2 図版及び観察表中の遺構埋土色及び土器胎土色は、F新版標準土色帖』財団法人日本色彩研究所に拠つた。
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第 1章 調査の概要

第 1節 調査の経緯
北杜市は、中山間地域の農業振興を目的とした農産物処理加工施設の建設を、北杜市須玉町江草字平山地内で

計画した。建設予定地の一帯は田園空間整備事業による国場整備工事が実施され、それに伴い須玉町教育委員会

(当時)が、埋蔵文化財の有無、範囲を確認する試掘調査を行ってきた。この調査により、一帯には縄文時代から

平安時代にわたる小規模な集落跡 (平山遺跡)が所在することが判明し、平成 14年度には発掘調査が実施されて

いる。

今回の農産物処理加工施設用地は、圃場整備工事範囲の北東隣接地に当たり、平山遺跡の範囲内に含まれると

予想された。そこで、北杜市教育委員会が平成 16年度に、用地内で改めて試掘調査を実施したところ、縄文時代

中期初頭、弥生時代、平安時代の土器破片等が出土し、住居跡らしき遺構も確認された。

北杜市教育委員会は、埋蔵文化財の保存をめぐって、事業主体である北杜市役所農政課、須玉総合支所産業振

興課と協議したが、造成計画では掘削が現地表面から深さ数メートルにも及び、現地での保存は不可能であると

の結論に達した。そのため、造成工事に先立ち、工事範囲 2,000�のうち遺構と遺物が確認された 1,669だについ

て、記録保存のための発掘調査を実施することとした (第 4図 )。 この調査区域の東側 1/3は、詳細なトレンチ調

査を実施し、遺構が確認されなかった。

この発掘調査に要した経費は、3,068,416円で、北杜市が負担した。この発掘調査に係わる事務手続きは次のと

おりである。

文化財保護法第 94条 による通知     平成 17年 6月 27日 付け北杜須総第 714号

同通知に係わる指示文書        平成 17年 7月 21日 付け教学文第 1025号

文化財保護法第 99条 による発掘着手報告 平成 17年 8月 2日 付け北杜生学第 590-3号

同条による発掘終了報告        平成 18年 4月 18日付け北杜生学第 1034号

埋蔵物発見届             平成 18年 4月 18日付け北杜生学第 103-1号

埋蔵物保管請書            平成 18年 4月 18日付け北杜生学第 103-2号

埋蔵文化財録管証           平成 18年 4月 18日付け北杜生学第 103-3号

本発掘調査の日程は以下のとおりである。

平成 17年 調査姑象地点の除車・測量

重機による表土剥作業

発掘調査に着手

発掘調査終了 。現場引渡し

整理作業に着手

平成 18年   3月 31日        整理作業を終了

なお、本調査終了後に、計画通り農産物処理加工施設が建設されている。

第 2節 遺跡の概要 と周辺の環境
本発掘調査では、縄文時代中期初頭の住居跡 1軒 と土坑、縄文時代中期中棄の土坑、弥生時代後期の住居跡 2

軒と掘立柱建物跡、土坑が検出されている。須玉町教育委員会による平成 14年度発掘調査では、縄文時代中期末

葉曽利式期の住居跡数軒、集石土坑などが検出されている。

本遺跡は、茅ヶ岳山麓から秩父山系に連なる丘陵地と塩川の間に位置する。この丘陵地には幾筋かの小河川が

6月 21日 ～

6月 21日 ～ 7月 5日

7月 6日 ～

7月 22日

7月 26日
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流れて塩川に注ぎ、遺跡はそうした河川のうちの湯戸の沢川と別の小河川とに挟まれた緩斜面に立地している。

これらの河川と遺跡との現比高差は相当にあり、遺跡では丘陵地から湧き出す伏流水を利用していたのかもしれ

ない。

周辺は、江戸時代に開削された農業用水路「加納堰」を利用した水田が開かれており、近年は、農家の高齢化

と農業後継者不足から耕作放棄地が増えていた。

遺跡の南偵11.5km、 湯戸の沢川の南側の尾根上には、縄文時代中期末葉から後期、平安時代にかけての集落遺

跡「上ノ原遺跡」がある。

第 3節 調査の範囲 と方法
発掘調査は、まず表土を30cmか らlmほ ど重機で剥ぎ取った後、入力でもって精査し、遺構確認を行った。

遺構検出面は礫が混じる黄褐色土で、暗褐色上で埋まった住居跡等は容易に確認された。

遺構検出後は、遺構種別に応じて略記号を付 した。略記号は次のとおりである。なお、遺構名は、現場作業で

の必要性から便宜的に付したものであり、遺構の性格等を分析したうえで遺構を評価し、決定したものではない。

PH― 数字   平安時代の竪穴住居
HO― 数字   掘立柱建物跡

HS一 数字   配石遺構 (主に中世の配石墓)
MZ一 数字   溝状遺構

SD― 数字   焼土

SY― 数字   集石土坑
DK― 数字   上坑 (直径 50cm以上を土坑とした)
PT一 数字   ピット (直径 50cm未満で、柱穴と思われるもの)

調査の記録写真は、35mm一眼レフデジタルカメラ、6× 7判 中型カメラで撮影した。

出土遺物は、遺構に伴うと思われるものは遺構毎に、また遺構外の出土品は、遺構外を示す略記号「IG一 数字」

を付 して、それぞれ光波測量器を用いて出土位置を測量・記録して取り上げた。これら以外に、重機による表土

剥ぎ取り作業等で出土した遺物は、遺跡一括資料として取り扱った。

遺構の形状は、原則として光波測量器を用いて測量・作図した。また必要に応じて手実測による微細図を作図

した。報告書中に記載する高度数字は標高である。測量基準点は、事業者が道路工事設計の際に設けた公共座標

第Ⅷ系による基準点から測量して設置したもので、その精度は 4級基準点と同等程度である。

整理作業では、出土品を洗浄後に、すべての出土品を対象に注記作業を行った。整理作業の過程で、現場での

取 り上げ遺構名に雌齢があることが判明した場合もあったが、訂正による混乱を防ぐために、現場で付 した取 り

上げ記号・番号を変更することなく、そのまま注記した。

遺跡は調査終了後に北杜市役所農政課へ引き渡し、計画通り農産物処理加工施設が建設された。本発掘調査に

係る諸記録、出土品は、全て北杜市埋蔵文化財センターに保管してある。

参考文献

須玉町教育委員会 2003 F平山遺跡 ―田園空間整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』
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周
辺
の
遺
跡
地
名
表

番
号
遺
跡
名

所
在
地

時
期

遺
構

出
典

発
行
年
度

発
行
機
関

1
平
山

北
杜
市
須
玉
町
目文
・
弥
生
中
期
・
後
期

生
居
2軒
・
土
坑
群
・
掘
立
柱
建
物
跡

2
当
町

1ヒ
杜
市
高
根
町
称
生
時
代

遺
物
の
み
出
土

巧
原
違
跡
。
当
町
遺
跡

19
87
葛
根
町
教
育
委
員
会

3
金
生

北
社
市
大
泉
町
縄
文
時
代
晩
期

〒
ド
・
山
ド
為
霜

金
生
遺
跡
(縄
文
時
代
編
)

19
89
蜘
梨
県
教
育
委
員
会

4
剛
坪
A
北
社
市
長
坂
町
ホ
生
時
代
後
期

ヒ
居
1幹

J梨
県
中
央
道
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
報
告
書

19
75
蜘
梨
考
古
学
研
究
会

5
建
康
村
北
杜
市
長
坂
町
縄
文
時
代
晩
期

翌
穴
状
遺
構
、
土
坑
、
埋
甕

建
康
村
遺
跡

19
94
新
宿
区
区
民
健
康
村
遺
跡
調
査
団

6
屋
敷
平

北
杜
市
白
州
町

中
期
遺
物
の
み
出
土

至
敷
平
遺
跡

19
91
白
州
町
教
育
委
員
会

7
北
杜
市
長
坂
町
称
生
時
代
末
～
古
墳
時
代
前
期
方
形
周
溝
墓
群

1と
村
遺
跡

19
96
昆
坂
町
教
育
委
員
会

8
頭
無
A
北
杜
市
長
坂
町
称
生
時
代
後
期

当
梨
県
中
央
道
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
報
告
書

19
75
蜘
梨
考
古
学
研
究
会

9
後
田

1ヒ
社
市
須
玉
町

中
期
。
後
期
遺
物
の
み
出
土

後
田
遺
跡

20
05
北
杜
市
教
育
委
員
会

10
中
村
道
祖
神
1ヒ
社
市
明
野
町

十
抗
1基

千
野
本
I・
Ⅱ
遺
跡
・
池
の
下
遺
跡
。
踊
石
Ⅱ
。
中
村
道
祖
神
遺
跡
19
90
凋
野
村
教
育
委
員
会

悔
之
木

1ヒ
社
市
明
野
町
称
生
時
代
前
期

上
坑
5基

晦
之
本
遺
跡
Ⅱ

20
03
凋
野
村
教
育
委
員
会

12
高
砂

1し
社
市
須
玉
町
体
生
時
代
後
期

生
居
9軒

葛
砂
遺
跡

20
04
興
玉
町
教
育
委
員
会

13
腰
巻
南

1し
杜
市
須
玉
町

生
居
13
軒

腰
巻
遺
跡
(第
1～
3次
調
査
)

20
04
凋
野
村
教
育
委
員
会
・
須
玉
町
教
育
委
員
会

14
大
豆
生
田

1ヒ
社
市
須
玉
町

畳
物
の
み
出
土

コ
梨
県
中
央
道
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
報
告
書

19
76
コ
梨
県
教
育
委
員
会

15
多
屋
前

1ヒ
社
市
須
玉
町

置
物
の
み
出
土

多
屋
前
遺
跡

20
01
質
玉
町
教
育
委
員
会

16
下
反
保

北
杜
市
明
野
町
ホ
生
時
代
前
期

土
坑
1基
(
フ
ラ
ス
コ
状
土
坑
)
宋
山
田
・
下
反
供
・
屋
致
添
遺
跡

20
02
ヨ
敷
添
遺
跡
等
発
掘
調
査
会

17
石
之
坪
韮
崎
市

麻
生
時
代
中
期
前
半

土
坑
20
基

石
之
坪
遺
跡
(東
地
区
)

20
00
百
之
坪
遺
跡
発
掘
調
査
会

18
中
道

韮
崎
市

称
生
時
代
後
期

自
物
の
み
出
土

金
山
遺
跡
。
下
木
戸
遺
跡
。
中
道
遺
跡

98
6
埴
崎
市
教
育
委
員
会

19
下
大
内
北
社
市
明
野
町
称
生
時
代
前
期

土
坑
1基
(再
葬
墓
)

下
大
内
遺
跡
・
屋
敷
添
第
2遺
跡
。
中
原
遺
跡

99
7
凋
野
村
教
育
委
員
会

20
中
田
4ヽ
学
校
韮
崎
市

麻
生
時
代
後
期

生
居
3軒

■
田
小
学
校
遺
跡

98
5
楚
崎
市
教
育
委
員
会

21
宮
ノ
前

韮
崎
市

称
生
時
代
前
期

k田
跡

ヨ
ノ
前
遺
跡

99
2
華
崎
市
遺
跡
調
査
会

22
堂
の
前

韮
崎
市

称
生
時
代
後
期

生
居
4軒

中
本
田
遺
跡
・
堂
の
前
遺
跡

98
7
楚
崎
市
教
育
委
員
会

23
後
田
堂
ノ
前

1崎
市

称
生
時
代
後
期

宝
居
5軒

胎
日
曽
ノ
前
潰
跡

99
7
整
崎
市
遺
跡
調
査
会

24
後
田
第
2
韮
崎
市

i生
時
代
後
期

生
居
6軒

後
田
第
2遺
『

99
6
韮
崎
市
遺
跡
調
査
会

25
下
横
屋

韮
崎
市

弥
生
時
代
後
期

生
居
8軒

下
横
屋
遺
跡

99
1
楚
崎
市
教
育
委
員
会

26
三
宮
地

S市
蘊
V隠
lt
tt
Hj
4～
菰
年
H子
1(
HI
 I
IH
重
物
の
み
出
土

三
宮
地
遺
跡

99
8
差
崎
市
遺
跡
調
査
会
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第 2章 遺構と遺物

本遺跡では、縄文時代中期の住居跡と土坑、弥生時代中後期の住居跡と掘立柱建物跡、土坑が検出されている。

以下、3軒の住居跡と掘立柱建物跡、土坑とピットのうち主なものの調査所見と出土品を報告する。

なお、土坑は概ね直径が 50cmを超えるもの、ピットは50cm未満のものと便宜上区分して命名しており、現

場調査で遺構の性格を吟味した上での命名ではなく、また若千の認定間違いのあること (ピ ットと命名したが調

査の結果、直径 50cmを超えた場合など)をお断りしておく。

第 1節 住居跡
1号住居 (P」-1 第 6図、写真図版 2～ 4)

推定長軸 3m、 短軸 2.8mの楕円形の竪穴住居跡で、確認面からの掘 り込みは深さ 10cmほ どであった。住居の

南端には土坑が重複し、住居の輪郭を確認できなかった。遺構確認面は耕作や樹根による攪乱で土壊が安定 して

おらず、これらの土坑と住居の新旧関係は確認できなかった。土坑については後述する。

竪穴は浅いため土層図を実測しなかったが、黒褐色土 (10YR2/3)に褐色土(10YR4/4)が 5%ほ ど混じる細粒土で、

小礫や戊化物が若干混じる。しまりは強くなく、移植ゴテで容易に掘 り下げることができた。

床面は軟弱で、硬 くしまった貼床が検出されなかったため、調査では床を掘 り下げすぎてしまった。住居内部

の北寄りには埋甕炉と焼土が検出された。柱穴等は検出されなかった。

埋甕炉の炉体土器等から本住居は弥生時代後期と思われる。この土器 (第 6図 5)イよ、胴部のみが残 り、口縁

部と底部が打ち欠かれている。現存重量は530gである。胴部に櫛描波状文を横位に施文し、器の内外面をきれ

いに磨いている。

住居からの出土品は、弥生時代後期の櫛描波状文、条痕文、日唇部に刻みを施した土器などの破片 30点 346g、

縄文時代の上器破片 39点 544g、 黒曜石剥片 10点 29gである。

2号住居 (P」‐2 第 7図、写真図版 5)

おそらく楕円の平面形になると思われる竪穴住居で、確認面からの掘り込みは最大で深さ10cmほ どであった。

住居南側では住居の平面形を確認できなかった。数基の上坑と重複するが、1号住居と同様に住居と土坑の新旧

関係は確認できなかった。住居埋土は 1号住居と同様である。

床面は軟弱で、硬くしまった貼床は検出されなかった。直径 40cmほ どのピット8基が検出され、これらはお

おむね楕円に配置されており、柱穴と思われる。ただし、いずれのピットも非常に浅く、深さは6cmか ら13cm

程度である。炉跡は確認されず、わずかに23号土坑に接して床面が焼土化した箇所が検出された程度である。

出土品は、少量で、弥生時代後期の土器 2個体の破片 546g、 土器破片 14点 160g、 縄文時代早期と中期の上器

破片 5点 42g、 黒曜石製石鏃破片 1点 035g、 黒曜石剥片 5点 1.3g、 頁岩剥片 1点 24gで ある。本住居は 1号住居

と形状が共通することと出土品から、弥生時代後期の遺構と思われる。

3号住居 (P」‐3 第 8図～第 10図、写真図版 6～ 9)

調査区の北端で検出された竪穴住居で、確認面からの掘 り込みは深さ30cmで あった。硬くしまった床面は検

出されなかったが、第 8図に示した土層図の第 5層が床と思われる。柱穴が 1基 (PT51)確認された。住居の中

央と思しき箇所で、埋甕炉を検出した。第 8図 1の炉体土器を埋設してある。

本住居は、3基の上坑と重複する。28号土坑 (DK28)は本住居の土層観察では住居が土坑を切るようにみえたが、

この土坑から弥生時代後期の土器破片 2点が出土している。29号、36号土坑 (DK29、 DK36)か らも弥生時代

-8-



後期の土器破片が出土しており、いずれの上坑も住居よりも新しい遺構である可能性が高い。

なお住居確認面では埋土が特に黒 く礫が集中する箇所があったため、49号土坑、55号土坑として調査したが、

調査の結果、土坑ではなく住居埋土の一部であることが判明した。

本住居の出土品は、炉体土器 1点 2,570g、 縄文時代中期の土器破片 141点 2,71lg、 黒曜石製石鏃破片 1点 07g、

石鏃未成品 1点 13g、 黒曜石剥片 38点 407g、 頁岩剥片 8点 1584g、 水晶剥片 1点 1 lg、 磨石凹石 6点 2,600g、

石皿 2点 9,040g、 台石破片 1点 515g、 弥生時代の土器破片 4点 99gである。縄文時代中期の上器はほとんどが中

期初頭五領ヶ台式で、ほかに丼戸尻式土器の破片がわずかに混じる。ほぼ完形の石皿 (10図 1)|ま、埋土の礫集

中の遺構確認面で出土している。

本住居は、縄文時代中期初頭の五領ヶ台式期の遺構と思われる。

第 2節 土坑 とピッ ト (第 6図、第 10図～第 19図、写真図版 10～ 31)

縄文時代中期中葉から弥生時代にかけての土坑 68基が検出された。ここでは特徴的な土坑のみを報告するが、

全土坑の位置と属性は第 5図、第 13図、第 15図、第 16図 と第 1表に示 した。

3号土坑 (DK-3 第 10図、写真図版 10。 13)

調査区西寄りで検出された土坑で、長軸 115cm、 短軸 103cm、 確認面からの深さ30cmの 円形土坑である。埋

土は暗褐色土に褐色土が混じる細粒土で、礫数個が出土している。出土品は、縄文時代早期の繊維が混入する土

器破片 2点 22g、 弥生時代の条痕文土器破片 1点 7g、 黒曜石製石鏃破片 1点 1.7g、 頁岩剥片 1点 17gである。

21号土坑 (DK‐21 第 10図、写真図版 刊0・ 13)

調査区西寄りで検出された土坑で、長軸 130cm、 短軸 110cm、 確認面からの深さ30cmの 円形土坑である。埋

土は黒褐色土に暗褐色上が混じる細粒土で、多数の礫が出土している。出土品は、縄文時代中期五領ヶ台式の土

器破片 6点 98g、 黒曜石剥片 3点 3gが礫に混じって出土した。

26号土坑 (DK‐26 第 11図、写真図版 11。 23)

3号住居跡の東側 2mで検出された土坑で、長軸 ■4m、 短軸 125m、 確認面からの深さ40cmの 円形土坑であ

る。埋土はややしまった黒褐色土で、大小の礫が混じっている。出土品は、縄文時代早期、中期の土器破片各 1点、

弥生時代の土器破片 5点、頁岩製打製石斧破片 1点 53g、 黒曜石剥片 6点 14g、 剥片 1点 36gがある。

27号土坑 (DK-27 第 11図、写真図版 l Ⅲ 12・ 13)

3号住居跡の東側 lmで検出された土坑で、長軸 上65m、 短軸 ■6m、 確認面からの深さ40cmの 円形土坑である。

埋土はややしまった黒褐色土で、上層に大小の礫が混じっている。礫には顕者な被熱痕がみられなかった。土坑

の底面には平石 6枚が敷き並べてあり、これらの平石には被熱痕が認められた。埋土上層の礫層と土坑底面の平

石との間には、炭化物に由来すると思われる黒色土が検出された。

出土品は、縄文時代中期初頭の土器破片 5点 54g、 凹石 1点 570gがある。

28号土坑 (DK-28 第 刊2図、写真図版 12・ 13)

3号住居西側で住居跡と重複して検出された土坑で、推定長軸 ■9m、 短軸 16m、 確認面からの深さ45cmの 円

形土坑である。埋土はややしまった黒掲色上で、埋土上層から下層まで非常に多くの礫が混じっている。27号土

坑と同様に土坑底面には石を敷き詰めた窪みが検出された。この窪み内には炭化材小片が混じる黒色土が堆積 し

ていた。27号土坑に類似した土坑である。

出土品は、縄文時代早期と思われる土器破片 1点 31g、 前期末葉と思われる土器破片 1点 38g、 中期の上器破

片 8点 128g、 黒曜石破片 7点 2gが検出された。

36号土坑 (DK-36 第 12図、写真図版 14)

3号住居と重複して検出された土坑で、長軸 ■2m、 推定短軸 lm、 確認面からの深さ25cmの 円形土坑である。
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埋土はややしまった暗褐色土で、大小の礫 10個ほどが混じっている。3号住居より新しい土坑である。

出土品は、縄文時代の土器破片 21点 282g、 弥生時代の土器破片 2点 8gが検出された。

土坑群 (第 13～ 16図、写真図版 15)

調査区域の北西部分を中心にした区域で重複した多数の円形土坑が検出された。出土品は、縄文時代の土器破

片、弥生時代の条痕文をもつ土器破片がある。密集して重複 しているため、個別の土坑を識別して発掘すること

ができず、確認面全体を数十センチほど下げて土坑底部を検出し、個々の土坑を識別する調査方法を採った。そ

のため、エレベーション図等に表現された土坑の掘り込みは非常に浅くなっている。以下、便宜上、土坑群A～

Fに区分して、主なものを報告する。

土坑群A(第 13・ 14図、写真図版 15)

調査区の北西部分に該当する。多数の土坑が重複する。出土品から弥生時代の遺構が多いと判断される。

7号土坑 (DK‐7 第 13図、写真図版 司6・ 13)

直径 lmほ どの不整形土坑で、大小の礫を含む。弥生時代の条痕文土器破片 2点 45g、 黒曜石剥片 3点 43g、

石材破片 2点 210gが出土している (第 13図 1・ 2)。

10号土坑 (DK‐10 第 13図、写真図版 16。 13)

直径 lmの 円形土坑で、61号土坑と重複する。新旧関係は確認できなかった。縄文時代の土器破片 13点 137g

のほか弥生時代の条痕文土器破片 3点 18gが出土した (第 13図 3)。

61号土坑 (DK-61 第 13図、写真図版 16・ 31)

直径 lmほ どの円形土坑で、10号土坑と重複する。新旧関係は不明である。弥生時代の条痕文土器破片、ヘラ

状の石器が出土している (第 13図 4・ 5)。

30号土坑 (DK‐30 第 14図、写真図版 17・ 20)

周辺の土坑と激しく重複する。63号土坑に切られる。弥生時代の条痕文土器破片 3点 25g、 縄文時代の土器破

片 11点 150g、 黒曜石剥片 1点 04g、 頁岩剥片 1点 5gが出土している (第 14図 1)。

45号土坑 (DK‐45 第 14図、写真図版 17)

直径 lmほ どの円形土坑で大小の礫を伴う。縄文時代の上器破片 6点 m2g、 黒曜石剥片 5点 17gが出上した。

47号土坑 (DK-47 第 14図、写真図版 18・ 20)

直径 1.5mのやや大きな円形土坑で、大小の礫多数を伴う。弥生時代の条痕文土器破片 4点 72g、 縄文時代の土

器破片 3点 72g、 頁岩剥片 1点 8gが出上した。

52号土坑 (DK‐52 第 14図、写真図版 18)

直径 08mのやや小さな円形土坑で、1号土坑、37号土坑、43号土坑、64号土坑などと重複する。52号土坑は、

37号土坑より新しく、また 1号土坑と43号土坑よりは古い遺構である。出土遺物はない。

53号土坑 (DK-53 第 14図、写真図版 19'20)

直径 1.2mの楕円形土坑で、周辺の土坑と重複する。新旧は不明である。弥生時代の条痕文土器の底部破片が

出土している。

62号土坑 (DK-62 第 14図、写真図版 19。 20)

直径 lmほ どの円形土坑で、46号土坑と63号土坑に切られる。縄文時代中期の上器破片が出土した (第 14図 4)。

63号土坑 (DK‐63 第 14図、写真図版 19)

直径 lmほ どの円形土坑で、礫を伴う。46号土坑に切られ、30号土坑と62号土坑を切る。出土遺物は弥生時

代の条痕文土器破片 3点 40g、 縄文時代中期初頭の土器破片 1点 7g、 黒曜石剥片 10点 19gがある。

64号土坑 (DK-64 第 刊4図、写真図版 19)
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直径 lmほ どの円形土坑で、1号、8号、43号、51号土坑に切られ、30号、65号、67号土坑を切る。これら

の重複関係から弥生時代の遺構と推測される。出土遺物には縄文時代中期初頭の土器破片 5点 54g、 黒曜石剥片

3点 08gが出上している。

65号土坑 (DK-65 第 14図、写真図版 20)

44号、50号、64号、67号土坑に切られ、土坑の原型がほとんど分からないが、礫が検出されている。弥生時

代の条痕文土器破片 2点 29gが出土している。

66号土坑 (DK‐66 第 14図、写真図版 20'21)

30号、50号土坑に切られる。推定直径lm程度の円形土坑で、拳大の礫と土器破片が出土している。出土遺物には、

縄文時代早期の上器破片 1点 2g、 中期の土器破片 4点 64g、 弥生時代の土器破片 1点 13g、 黒曜石剥片 3点 2,7g

がある。弥生時代と思われる細密な縄文地紋の上器破片を図示した。

土坑群 B(第 15図 )

土坑群Aの南側に該当する。土坑 4基のほか焼土跡が検出されている。焼土跡の出土品はなかった。

3号土坑 (DK‐3 第 15図、写真図版 10・ 13)

長軸 115cm、 短軸 100cm、 深さ30cmほ どの土坑で、数枚の平石と礫がまとまって検出された。図示できる出

土品はなかったが、微小な土器破片が数点出土した。出土遺物は、縄文時代早期の繊維が混入した土器破片 2点

22g、 弥生時代の条痕文土器破片 1点 7g、 黒曜石製石鏃破片 1点 17g、 頁岩剥片 1点 17gがある。

5号土坑 (DK‐5 第 15図、写真図版 21)

径 100cm、 深さ20cmほ どの土坑で、土坑壁と底には地山の礫が露出している。出土遺物は縄文時代中期初頭、

五領ヶ台式土器など8点 38g、 弥生時代の櫛描波状文土器破片 1点 10g(第 15図 4)、 黒曜石剥片 4点 2.6g、 頁岩

剥片 1点 72gがある。

6号土坑 (DK-6 第 15図、写真図版 20)

径 120cm、 深さ22cmほ どの上坑で、埋土には炭化材破片が多 く混じっていた。平石数枚と礫がまとまって検

出されている。出土遺物は胎土質から弥生時代と思われる無紋の土器破片 3点 18gがあるが、図示できるものは

なかった。

土坑群C(第 15図 )

2号住居周辺に該当する。

12号土坑 (DK‐ 12 第 16図、写真図版 21・ 22)

径 115cm、 深さ15cmの土坑で、縄文時代中期初頭、五領ヶ台式土器破片 (第 16図 2)が まとまって出上 して

いるほか、前期末葉と思われる土器破片 (第 16図 1)、 黒曜石剥片 3点 34gが出土した。

13号土坑 (DK-13 第 16図、写真図版 21・ 22)

径 90cmほ どの上坑で、2号住居と重複するが新旧は判別できなかった。弥生時代の条痕文土器 (第 16図 4)、

櫛描波状文土器 (第 16図 3)な どの破片が出上しているほか、縄文時代中期初頭の土器破片 2点 36g、 黒曜石剥

片 1点 18g、 石材破片 1点 51gがある。

25号 ビット (PT-25 第 16図、写真図版 22)

時期不明の 57号、58号土坑を切るやや小ぶりの土坑で、現地調査ではピットとして扱ったが、建物跡ではな

いようである。礫とともに縄文時代中期と思われる土器破片 3点 164gが出土している。図示できるものはないが、

輪積痕が明瞭な藤内式と思われるもの、沈線の垂下文がある曽利式と思われるものがある。
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土坑群D(第 16図 )

1号住居南東に該当する。

38号土坑 (DK-38 第 16図、写真図版 22・ 23)

弥生時代の住居跡と思われる 1号住居と重複する。径 100cm、 深さ30cmほ どの円形の土坑で、17号、18号 ピッ

トに切られる。埋土には、地山から出土したと思われる風化した礫が混じっている。第 16図 5の櫛描波状文土器

など弥生時代の条痕文系土器破片 2点 1lgが出土したほか、縄文時代前期末から中期初頭の上器破片 12点 114g、

黒曜石剥片 2点 08g、 石英破片 1点 0.3g、 頁岩剥片点 24gが出土した。

土坑群 E

59号土坑 (DK-59 第 18図、写真図版 22)

土坑底部で礫が環状に並んでいるようにみえる、径 175cm、 深さ20cmの円形土坑。出土遺物には、縄文時代

中期初頭の土器破片 3点 374gがある。

土坑群 F

60号土坑 (DK‐60 第 18図、写真図版 23)

径 155cm、 深さ80cmの 円形土坑で、大きな礫など数イ固が埋土で検出された。出土遺物には、縄文時代中期の

土器破片 4点 342g、 弥生時代と思われる細密な縄文が施文された土器破片 1点 144g(第 18図 1)がある。

ピット

土坑群Dの 区域では柱穴状のピット20基程度検出されている。そのうち 45号、47号、49号、50号ピットは

2号掘立柱建物跡を構成する。

ピットの出土品は少なく、5号 ピットで時期不明の土師器もしくはかわらけ破片 2点 5g、 7号ピットで縄文時

代早期の上器破片 1点 23g、 9号 ピットで縄文時代中期初頭の土器破片 1点 17gが出土した程度で、ピットの

時期を決定するのは困難である。

後述する掘立柱建物跡では、1号掘立柱建物跡が弥生時代の遺構と推測されるが、ピットの形状と埋上が類似

しており、また同時期では竪穴住居跡 2軒が検出され、一定以上の生活痕跡が残されていることから、これらのピッ

トや 1号掘立柱建物跡も弥生時代の所産である可能性が高いと思われる。

第 3節 掘立柱建物跡
1号掘立柱建物跡 (HO‐ 1 第 18図、写真図版 23)

調査区中央からやや東寄りで検出された。10基の柱穴から構成されるが、2棟の掘立柱建物跡が同一地点で建

替えられていると思われる。20号ピット (PT20)と 22号 ピット (PT22)の重複関係から、棟持柱をもつ 1問

四方の小型の掘立柱建物が先行し、1間分だけ南北に長い大型の建物が新しいと判断される。

遺物は 20号 ピットで黒曜石剥片 1点 05g、 27号 ピットで縄文時代中期初頭の土器破片 3点 17g、 32号ピッ

トで弥生時代の土器破片 1点 9gが出土しており、弥生時代の遺構と考えられる。

2号掘立柱建物跡 (HO-2 第 13図 )

調査区北東寄りで検出されたが、柱穴の配置がやや不規則であることから、確実に建物跡か判断できなかった。

遺物は出土せず時期は不明であるが、周辺のピットとともに弥生時代の所産である可能性が高いと思われる。
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2細
粒
土
に
10
YR
6/
8細
粒
土
が
2%
混
じ
る
。

人
頭
大
礫
が
混
じ
る
。
弥
生
時
代
の
上
器
破
片
5点
、頁
岩
製
打
製
石
斧
1点
、
黒

曜
石
剥
片
6点

02
7
3号
住
居
南
東
2m

15
8
15
0
37
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
上
が
10
°
/。
、炭
化
材
小
片
、
焼
土
粒
子
が
1%
混
じ
る
。

(石
組
直
上
)や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
1細
粒
上
に
炭
化
材
小
片
が
°ヽ /。
混
じ
る
6

底
部
に
石
組
が
あ
る
集
石
土
坑
。
縄
文
時
代
中
期
初
頭
五
領
ヶ
台
式
上
器
破
片
5点
、 安

山
岩
系
石
材
の
凹
石
1点

02
8
3号
住
居
西
隣

16
0
30
(5
5)
石
組
内
)や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3シ
ル
ト
粒
上
に
10
YR
5/
6ン
ル
ト
粒
上
が
5°
/O
、
炭
化
材
小
片
が
1%
混
じ
る
。
底
部
に
石
組
が
あ
る
集
石
土
坑
。
弥
生
時
代
土
器
破
片
2点
、 縄
文
時
代
中
期
初

頭
五
領
ヶ
台
式
上
器
破
片
な
ど
10
点
、
黒
曜
石
剥
片
1点

02
9

史
番

03
0
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
68
65
25
や゙
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
6/
6細
粒
土
が
1°
/。
、 焼
土
粒
子
が
1°
/。
、炭
化
物
粒
子
1°
/。
が
混
じ
る
。
31
号
土
坑
と
同
一
遺
構
と
し
た
。
37
号
土
坑
を
切
る
。
弥
生
時
代
の
条
痕
文
土
器

破
片
3点
、縄
文
時
代
の
土
器
破
片
11
点
、黒
曜
石
剥
片
1点
、
頁
岩
剥
片
1点

03
1
欠
番

lr
l丹
十
抗
>日
―
i旨
橿
>1
夕
井

03
2
調
査
区
西
端

76
76
22
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
4/
4細
粒
土
に
10
YR
6/
6細
粒
上
が
1%
混
じ
る
。

弥
生
時
代
の
条
痕
文
土
器
破
片
1点
、縄
文
時
代
の
上
器
破
片
6点
、黒
曜
石
剥

片
3点
な
ど

03
3
調
査
区
西
端

11
0
11
0
33
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
土
が
2%
混
じ
る
。

縄
文
時
代
中
期
、
五
領
ヶ
台
式
、
井
戸
尻
式
上
器
破
片
4点

03
4
調
査
区
東
端
・
土
坑
群
D
65
90
40
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
20
/O
混
じ
る
。

5号
ピ
ッ
ト
と
重
複
す
る
。
出
土
遺
物
な
し
。

03
5
欠
番

03
6
3号
住
居
内

10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
5°
/O
混
じ
る
。

3号
住
居
を
切
る
。
弥
生
時
代
の
条
痕
文
土
器
2点
、 縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
上

器
20
点
な
ど



ｌ ｗ ト ー

番
号
(D
K)

位
置

径
(長
軸
X短
軸
)X
深
さ
、c
m

埋
土
質

出
土
遺
物
・
調
査
所
見
等

03
7
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
10
0

25
10
YR
2/
3細
粒
」
二に
10
YR
5/
6細
粒
土
が
2%
,昆
じ
る
。

30
号
土
坑
と
52
号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
縄
文
時
代
中
期
五
領
ヶ
台
式
上
器
破
片

6点

03
8
1号
住
居
内

11
0
10
5
29
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
上
が
20
/。
混
じ
る
。

3号
住
居
と
ビ
ッ
ド
に
切
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
の
条
痕
支
土
器
破
片
2点
、縄
支
時

代
中
期
五
領
ヶ
台
式
土
器
破
片
12
点
、黒
曜
石
剥
片
2点
な
ど

03
9
1号
住
居
内

10
8
80
16
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
±
3°
/O
、
炭
化
物
粒
子
が
20
/。
混
じ
る
。

上
坑
内
の
礫
が
残
る
こ
と
か
ら
1号
住
居
を
切
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
出
土
遺
物
な

04
0
1号
掘
立
柱
建
物
東
側

67
60

13
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
土
が
2°
/O
混
じ
る
。

黒
曜
石
剥
片
1点

04
1
〔 号
住
居
内

85
10
YR
2/
2細
粒
上
に
10
YR
5/
6細
粒
土
が
混
じ
る
。

39
号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
縄
文
時
代
の
上
器
破
片
2点
、 磨
石
2点

04
2
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
12
5

20
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
±
20
/O
、
焼
土
粒
子
1°
/。
、炭
化
物
粒
子
が
1°
/。
混
じ
る
。
弥
生
時
代
の
条
痕
文
土
器
破
片
1点
、 縄
文
時
代
早
期
の
土
器
破
片
2点
、
黒
曜

石
剥
片
3点

04
3
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
10
5

40
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
2細
粒
上
に
10
YR
5/
8細
粒
上
が
1%
混
じ
る
。

1号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
52
号
土
坑
を
切
る
。
弥
生
時
代
の
土
器
破
片
1点
、
黒
曜

石
剥
片
1点

04
4
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
14
0

45
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
4細
粒
上
に
10
YR
4/
4細
粒
上
が
50
/O
混
じ
る
。

50
号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
の
細
密
縄
文
土
器
破
片
ほ
か
5点
、
黒
曜
石

剥
片
4点

04
5
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
12
0
12
0
27
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
4細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
上
が
3°
/O
混
じ
る
。

縄
文
時
代
の
上
器
破
片
6点
、
黒
曜
石
二
U片
5点

04
6
調
査
区
北
西
角
。 土
坑
群
A
13
0

20
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
4細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
上
が
50
/O
混
じ
る
。

9号
、6
3号
土
坑
を
切
る
。
弥
生
時
代
?の
土
器
破
片
1点
、縄
文
時
代
中
期
の
土

器
破
片
な
ど
5点
、
黒
曜
石
剥
片
3点

04
7
調
査
区
北
西
角
。 土
坑
群
A
15
0
15
0
50
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
4細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
上
が
30
/。
混
じ
る
。

弥
生
時
代
の
条
痕
文
土
器
破
片
4点
、縄
文
時
代
中
期
五
領
ヶ
台
式
土
器
破
片

な
ど
3点
、買
岩
剥
片
1点

04
8
調
査
区
中
央
・
土
坑
群
C

70
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
3細
粒
土
が
30
°
/O
混
じ
る
。

2号
住
居
と
重
複
す
る
。
縄
文
時
代
の
土
器
破
片
6点

04
9
欠
番

3号
tと
居
と
し
た
。

05
0
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
13
3
13
3
45
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
4細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
上
が
10
%混
じ
る
。

44
号
土
坑
を
切
る
。
縄
文
時
代
の
上
器
破
片
1点
、 頁
岩
剥
片
1点
な
ど

調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
13
0
11
0

や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
5°
/O
混
じ
る
。

頁
岩
剥
片
1点

05
2
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
80
80
30
し
ま
っ
た
10
YR
3/
4細
粒
土
に
10
YR
6/
4細
粒
上
が
3%
混
じ
る
。

37
号
土
坑
を
切
る
。
1号
、4
3号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
銭
種
不
明
の
銭
貨
2枚
が
重

な
っ
て
出
土
n

05
3
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A

13
5
31
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
上
が
3°
/O
混
じ
る
。

出
土
遺
物
な
し
。

05
4
凋
査
区
南
東
角

21
0
18
5
42
し
ま
っ
た
10
YR
3/
2細
粒
上
に
10
YR
4/
3細
粒
土
が
30
°
/。
混
じ
る
。

国
産
の
近
世
陶
磁
器
1点

05
5
欠
番

3号
tと
居
と
し
た
。

05
6
調
査
区
中
央
土
坑
群
C
22
0
13
0

固
く
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
土
が
20
0/
O混
じ
る
。

本
来
は
、2
基
の
上
坑
と
思
わ
れ
る
。
出
土
遺
物
な
し
。

05
7
調
査
区
中
央
・
土
坑
群
C
80

20
固
く
し
ま
っ
た
10
YR
3/
2細
粒
上
に
10
YR
5/
6細
粒
上
が
10
°
/。
混
じ
る
。

出
土
遺
物
な
し
。

05
8
調
査
区
中
央
土
坑
群
C

10
固
く
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
±
10
%、
炭
化
物
粒
子
が
1°
/。
混
じ
る
。

57
号
土
坑
、2
5号
ピ
ッ
ト
に
切
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
な
し
。

05
9
調
査
区
中
央
・
土
坑
群
E
18
5
17
5
20
固
く
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
±
5°
/O
、
焼
土
粒
子
1°
/。
、
炭
化
物
粒
子
が
1°
/。
混
じ
る
。
土
坑
底
部
に
環
状
に
礫
が
並
ぶ
。
縄
文
時
代
中
期
五
領
ヶ
台
式
上
器
破
片
3点

06
0
調
査
区
南
東
角
・
土
坑
群
F
16
0

90
固
く
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
上
に
10
YR
4/
3細
粒
上
が
10
°
/。
混
じ
る
。

1号
掘
立
柱
建
物
と
重
複
。
弥
生
時
代
の
条
痕
文
土
器
破
片
1点
、 縄
文
土
器
破

片
4点

06
1
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
13
5

25
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
3細
粒
土
が
20
%混
じ
る

畦
質
頁
岩
製
石
器
1点

06
2
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A

95
13
し
ま
',
の
な
い
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
3細
粒
上
が
10
%混
じ
る
。

63
号
、6
4号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
な
し

06
3
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A

15
し
ま
す り
の
な
い
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
R4
/3
細
粒
上
が
20
0/
c混
じ
る
。

30
号
、6
2号
土
坑
を
切
る
。
46
号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
の
上
器
破
片
3

点
、縄
文
時
代
中
期
五
領
ヶ
台
式
上
器
破
片
1点
、黒
曜
石
剥
片
10
点

06
4
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
12
0

10
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
4/
3細
粒
土
に
10
YR
3/
3細
粒
土
が
30
0/
。
混
じ
る
。

30
号
土
坑
を
切
る
。
8号
、4
3号
、5
2号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
縄
支
時
代
中
期
五

領
ヶ
台
式
土
器
破
片
5点
、
黒
曜
石
剥
片
3点

06
5
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A

10
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
上
に
10
YR
4/
3細
粒
土
が
10
°
/。
混
じ
る
。

44
号
、5
0号
、6
7号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
の
上
器
破
片
2点
、 縄
支
時

代
中
期
の
上
器
破
片
4点

06
6
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A

し
ま
っ
た
10
YR
3/
4細
粒
土
に
10
YR
3/
3細
粒
土
が
50
%混
じ
る
。

9号
、
30
号
、5
0号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
の
上
器
破
片
1点
、 縄
文
時
代

の
上
器
破
片
5点
、黒
曜
石
剥
片
3点

06
7
調
査
区
北
西
角
・
土
坑
群
A
17
0

28
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
2/
3細
粒
土
が
5°
/O
混
じ
る
。

年 4
号
、
53
号
土
坑
に
切
ら
れ
る
。
65
号
土
坑
を
切
る
。
弥
生
時
代
の
上
器
破
片
4

点
、 縄
文
時
代
の
土
器
破
片
6点
、
黒
曜
石
剥
片
1点

06
8
調
査
区
中
央
・
土
坑
群
C
85

固
く
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
3細
粒
上
が
10
°
/。
、 焼
土
粒
子
が
1°
/。
、炭
化
物
粒
子
が
1°
/。
混
じ

る
。

麻
生
時
代
の
上
器
破
片
1点
、縄
文
時
代
の
上
器
破
片
43
点
、
黒
曜
石
剥
片
5

占
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第
3表
番
号
(P
T)

位
置

径
(長
軸
×
短
軸
)×
深
さ
、c
m

埋
土
質

出
土
遺
物
・
調
査
所
見
等

00
1
1号
住
居
南
西
lm

47
20
17

ノ
ま
っ
た
OY
R3
/3
細
粒
上
に
10
YR
5/
6細
粒
上
が
10
%混
じ
る
。

柱
痕
 i
OY
R2
/2
細
粒
上
に
10
YR
5/
6細
粒
上
が
1%
混
じ
る
。

O0
2
1号
住
居
南
西
2m

50
50
10

ノ
ま
っ
た
OY
R3
/3
細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
50
/O
混
じ
る
。

柱
痕
 1
0Y
R2
/2
細
粒
土

O0
3
1号
住
居
南
西
2m

25
26
12

ま
っ
た
OY
R2
/2
粘
質
土
に
炭
化
物
粒
子
が
1%
混
じ
る
。

00
4
1号
住
居
南
lm

24
25

ま
っ
た
OY
R3
/3
細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
上
が
混
じ
る

柱
痕
 1
0Y
R2
/2
細
粒
土

00
5
号
掘
立
柱
建
物
北
東
2m
36

36
10

ま
っ
た
OY
RY
R3
/3
細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
土
が
3%
、
炭
化
物
粒
子
が
1%
混
じ
る
。
弥
生
時
代
の
上
器
破
片
2点

O0
6
1号
住
居
南
lm

43
43
14

ま
っ
た
OY
R2
/2
細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
土
が
7%
混
じ
る
。

00
7
1号
住
居
南
lm

45
45
20
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
土
が
3°
/。
、
炭
化
物
粒
子
が
5%
混
じ
る
。
住
痕
 i
OY
R2
/2
細
粒
土
。
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
破
片
1点

00
8
刊
号
住
居
南
lm

45
45
14
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
土
が
2%
、
炭
化
物
粒
子
が
1%
混
じ
る
。
柱
痕
 1
0Y
R2
/2
細
粒
土

00
9
1号
住
居
南
lm

50
50
12
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3
細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
上
が
30
%、
炭
化
物
粒
子
が
70
/O
混
じ
る
。
桂
痕
 1
0Y
R2
/2
細
粒
土
。
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
土
器
破
片
1点

01
0
2号
掘
立
柱
建
物
西
2m
50

30
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3
細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
10
%、
焼
土
粒
子
が
1%
混
じ
る
。

桂
痕
 1
0Y
R2
/2
細
粒
土

01
1
1号
掘
立
柱
建
物
北
東
3m
45

45
17
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
土
が
3%
混
じ
る
。

住
痕
 1
0Y
R2
/2
細
粒
土

01
2
1号
掘
立
桂
建
物
北
東
2m
33
33
13
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2
細
粒
上
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
20
/。
混
じ
る
。

01
3
1号
掘
立
柱
建
物
北
東
2m
27
27
15
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
上
に
焼
土
粒
子
が
1%
混
じ
る
。

01
4
1号
掘
立
柱
建
物

23
23
16
し
ま
っ
た
OY
R2
/2
細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
上
が
3%
混
じ
る
。

01
5
1号
住
居
南
隣

46
30

し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
6/
6細
粒
土
が
2%
混
じ
る
。

01
6
1号
住
居
南
隣

52
51

し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
上
に
10
YR
3/
3細
粒
土
が
3%
混
じ
る
。

称
生
時
代
の
上
器
破
片
1点

01
7
1号
住
居
内

37
34

し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
土
が
1%
、
焼
土
粒
子
が
1%
混
じ
る
。

38
号
土
坑
を
切
る
。

01
8
1号
住
居
内

14
29

し
ま
っ
た
10
YR
2/
2
細
粒
上
に
10
YR
4/
5細
粒
土
が
3%
、
炭
化
物
粒
子
が
1%
混
じ
る
。
38
号
土
坑
を
切
る
。

01
9
1号
住
居
内

32
36

17
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
上
に
炭
化
物
粒
子
が
1%
混
じ
る
。

02
0
1号
掘
立
柱
建
物

33
33

20
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
上
に
OヽY
R5
/8
細
粒
土
が
3%
、
焼
土
粒
子
が
1%
混
じ
る
。

22
号
ピ
ッ
ト
を
切
る
。
黒
曜
石
剥
片
1点

02
1
1号
住
居
内

35
28

刊
O
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
土
が
1%
、
焼
土
粒
子
が
1°
/。
、
炭
化
物
粒
子
か

1%
混
じ
る
。

02
2
1号
掘
立
柱
建
物

50
48

22
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
5/
8細
粒
上
が
1%
、
炭
化
物
粒
子
が
1%
混
じ
る
。
20
号
ピ
ッ
ト
に
切
ら
れ
る
。

02
3
1号
掘
立
柱
建
物
東
2m
42
35

14
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
土
が
3%
混
じ
る
。

02
4
1号
住
居
北
西
lm

43
43

17
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
3/
2細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
土
が
1%
混
じ
る
。

56
号
、6
8号
土
坑
を
切
る
。
弥
生
時
代
の
土
器
破
片
1点

02
5
2号
住
居
南
隣

45
46
15
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
5/
6細
粒
上
が
2%
混
じ
る
。

57
号
、5
8号
土
坑
を
切
る
。
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
上
器
破
片
4点

02
6
1号
掘
立
柱
建
物
内

26
24

3
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
土
が
3%
混
じ
る
。

02
7
1号
掘
立
柱
建
物

46
46

25
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
上
が
3%
混
じ
る
。

縄
文
時
代
中
期
の
土
器
破
片
3点

02
8
1号
掘
立
柱
建
物

40
41
25

ま
っ
た
10
YR
2/
3細
】虚
」
iに
10
YR
4/
6鶏
ヨ】
眩
土
が
2%
混
じ
る
。

02
9
1号
掘
立
柱
建
物

26
35

27
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
上
が
1%
混
じ
る
。

03
0
1号
掘
立
柱
建
物

34
30
29
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
土
が
3%
混
じ
る
。

03
1
1号
掘
立
柱
建
々

30
35
10
や
や
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
2細
粒
土
が
3%
混
じ
る
。

03
2
1号
掘
立
柱
建
物

33
33
16

ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
土
が
20
/。
混
じ
る
。

弥
生
時
代
の
上
器
破
片
1点

03
3
2号
住
居
内

30
33
30
や
や
し
ま
っ
た
OY
R
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
上
が
3%
混
じ
る
。

03
4
2号
住
居
南
3m

25
25
15

固
く
し
ま
っ
た
OY
R
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
上
が
2%
混
じ
る
。

時
期
不
明
の
上
器
破
片
1点
、
黒
曜
石
剥
片
1点

03
5
2号
住
居
南
3m

30
30

3
ヨ
く
し
ま
っ
た
OY
R
2/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
土
が
5%
混
じ
る
。

03
6
2号
住
居
南
西
3m

25
25
15

ヨ
く
し
ま
っ
た
OY
R2
/2
細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
土
が
2%
混
じ
る
。

03
7
1号
住
居
東
lm

35
35
20
し
ま
っ
た
OY
R3
/2
苺
日】
位
」
二
に
10
YR
4/
4和

H】
位
土
が
0%
混
じ
る
。

03
8
2号
住
居
内

38
38

Э
し
ま
っ
た
OY
R2
/3
細
粒
上
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
0%
混
じ
る
。

03
9
2号
住
居
内

32
32

9
し
ま
っ
た
OY
R2
/3
細
】位
」
二に
10
YR
4/
4在
日 れ
た
上
が
0%
混
じ
る
。

04
0
2号
住
居
内

43
43
9

し
ま
っ
た
OY
R2
/3
細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
上
が
0%
混
じ
る
。



番
号
(P
T)

位
置

径
(長
草
由
×
短
草
由
)×
深
さ
、
cm

埋
土
質

出
土
遺
物
・
調
査
所
見
等

04
1
2号
住
居
内

45
牛
5
13

ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
」
二に
10
YR
4/
4細
粒
上
が
10
%混
じ
る
。

04
2
2号
住
居
内

40
牛
O
12

ま
っ
た
10
YR
2/
3
細
粒
」
lに
10
YR
4/
4細
粒
土
が
5%
混
じ
る
。

04
3
2号
住
居
内

36
36
7

ま
っ
た
10
YR
2/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
4が
5%
混
じ
る
ω

04
4
2号
住
居
内

33
33

ま
っ
た
10
YR
2/
3
細
】脱
」
二に
10
YR
4/
4が
10
%混
じ
る
ω

04
5
2号
掘
立
桂
建
物

34
34
14

罰
く
し
ま
っ
た
10
YR
4/
4細
粒
土
に
10
YR
3/
3細
粒
土
が
10
%、
焼
土
粒
子
が
4%
、
炭
化
物

&子
が
1%
混
じ
る
。

庄
痕
 
刊
OY
R2
/2
細
粒
上
に
10
YR
4/
3細
粒
土
が
30
%混
じ
る
。

04
6
2号
掘
立
柱
建
物
南
東
34
34

20
∃
く
し
ま
っ
た
10
YR
4/
4細
粒
土
に
10
YR
3/
3細
粒
土
が
10
%、
焼
土
粒
子
が
1°
/。
、
炭
化
物

眩
子
が
1%
混
じ
る
。

庄
痕
 
し
ま
っ
た
10
YR
3/
2細
粒
土
。

04
7
2号
掘
立
柱
建
物

43
43

ヨ
く
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
20
%混
じ
る
。

庄
痕
 
し
ま
っ
た
10
YR
3/
2細
粒
土
。

04
8
2号
掘
立
柱
建
物
東

45
45

ヨ
く
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
20
%混
じ
る
。

庄
痕
 
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
。

04
9
2号
掘
立
柱
建
物

50
50
13

劃
く
し
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
20
%混
じ
る
。

庄
痕
 
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
。

05
0
2号
掘
立
柱
建
物

48
48
9

ノ
ま
っ
た
10
YR
3/
3細
粒
土
に
10
YR
4/
4細
粒
土
が
40
%、
焼
土
粒
子
が
1%
、
炭
化
物
粒
子

ヴ
1°
/。
混
じ
る
。

柱
痕
 
固
く
し
ま
っ
た
10
YR
2/
2細
粒
土
。

05
1
3号
住
居

ノ
ま
っ
た
10
YR
3/
3
細
粒
土
に
10
YR
4/
6細
粒
土
が
20
%混
じ
る
。

3号
住
居
柱
穴

05
2
1号
掘
立
桂
建
物

45
45
23

∃
く
し
ま
っ
た
10
YR
3/
2細
粒
土
に
10
YR
4/
6組
粒
上
が
10
%混
じ
る
。

Ｉ Ｓ Ｉ
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図
版
番
号
遺
構
番
号

時
代
器
種
口
径
(c
m)
器
高
(c
m)
底
径
(c
m)

胎
土
色
調

残
存
度
重
量
(g
)

特
徴
、 胎
土
質
、釉
調
、
出
上
位
置

6図
1
1号
住
居
弥
生
時
代
深
鉢

5Y
R5
/6
(F
凋
坊
ミ イ
掲
)

小
破
片

4
口
唇
部
刻
み
、 胴
部
櫛
描
波
状
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

3図
2
1号
住
居
弥
生
時
代

5Y
R5
/6
(り
qラ
ホ
蒙
尋Ⅲ

小
破
片

4
櫛
描
波
状
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

6図
3
1号
住
居
弥
生
時
代

7 
5Y
R5
/4
rに
お
ミ t
Ч
掲
)

小
破
片

条
痕
文
。
内
面
横
方
向
の
ナ
デ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

6図
4
1号
倅
居
弥
生
時
代

5Y
R5
/4
rに
お
ミ t
ヽ
Σ示
確
ヨ〕

小
破
片

2
コ
唇
部
刻
み
。
外
面
ナ
デ
、
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

6図
5
1号
住
居
弥
生
時
代
深
鉢

10
R5
/8
(ア
示
)

1/
3
50
G
き縛
瞥
錦
熟
言鐸
階
麟
を始
ぎ壁
茨普
%毎
希N
漸
需尋
定F
tt
ε
泰 執
謂
3ま

ど
で
は
な
い
。
長
石
、
石
英
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

3図
6
1号
住
居
称
生
時
代

7 
5Y
R5
/3
(1
こ
ム
ミ い
1豊

」ヽ
破
片
10
外
面
櫛
描
文
、
内
面
ナ
デ
。
少
量
の
長
石
、
石
英
、 赤
色
鉱
物
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

3図
7
1号
住
居
赤
生
時
代

7.
5Y
R6
/4
(1
こ
心
ミ い
1登

小
破
片

6
コ
唇
吉
日に
刻
み
ω
外
面
ナ
デ
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

3図
8
1号
住
居
旅
生
時
代

7 
5Y
R4
/3
(1
掲
)

小
破
片
17
潤
外
面
条
痕
文
。
長
石
、
石
英
、
多
量
の
金
色
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

7図
1
2号
住
居
ホ
生
時
代
士 璽

5Y
R6
/6
(1
登
)

/1
ヽ
硝
片
46
琳
面
縦
方
向
の
ミ
ガ
キ
、
内
面
横
ナ
デ
。
長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

7図
2
2号
住
居
祢
生
時
代

7 
5Y
R6
/4
(1
こ
ハ
ミ ぃ
1登
)

Jヽ
破
片
10
界
面
櫛
描
文
。
内
面
櫛
描
文
と
ミ
ガ
キ
。
長
石
、石
英
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

7図
3
2号
住
居
i生
時
代
深
鉢
(2
06
)

7 
5Y
R6
/3
(1
こ
心
ミ t
Ч
匂
〕

Jヽ
破
片
10
コ
唇
部
刻
み
。
内
外
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
黒
色
鉱
物
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

7図
4
2号
住
居
称
生
時
代

7 
5Y
R6
/6
(1
登
Ⅲ

′
Iヽ
冊
片

1
琳
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

7図
5
2号
住
居
称
生
時
代

5Y
R5
/4
fに
お
ぐ t
屹
示
褐
〕

′
Iヽ
硝
片

C
コ
唇
部
に
刻
み
。
外
面
は
凹
線
文
と
浮
線
。
長
石
、
石
英
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
B台
土
。

3[
翌
1
3号
住
居
縄
文
時
代
深
鉢
32
3

2 
5Y
R5
/6
「
凋
功
氏 推
謝

1/
2
25
0C
埋
甕
炉
の
炉
体
土
器
。
中
期
初
頭
、五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、 雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

3図
2
3号
住
居
隠
文
時
代
深
鉢

9.
8
に
おヾ
tヽ
常号
)

小
破
片
46
申
期
初
頭
、
五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

3図
3
3号
住
居
縄
文
時
代
深
鉢
18
,0

7 
5Y
R6
/6
(1
登
)

小
破
片
25
1
中
期
初
頭
、
五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

JI
YH
3号
住
居
縄
文
時
代
深
鉢

7 
5Y
R5
/4
(に
▲
ミ ぃ
4場
)

小
破
片
31
中
期
初
頭
、五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、石
英
、 雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

)図
2
3号
住
居
隠
文
時
代
深
鉢

5Y
R6
/6
(1
登
)

小
破
片
18
2
中
期
初
頭
、五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

〕
図
3
3号
住
居
隅
Vロ
キ
代
深
鉢

π
.5
YR
4/
4(
1掲

)
小
破
片
22
中
期
初
頭
、五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

〕
図
4
3号
住
居
縄
文
時
代
深
鉢

7 
5Y
R5
/4
(1
こ
心
ミ ぃ
4蜀
)

小
破
片
21
中
期
初
頭
、
五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

〕
図
5
3号
住
居
縄
文
時
代
深
鉢

蒸織
目
1:
¥骨
群
尉
に武
溜
小
破
片
42
中
期
初
頭
、五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

〕
図
6
3号
住
居
縄
文
時
代
深
鉢

7 
5Y
R5
/4
tに
▲
ミ し
w掲
)

小
破
片
52
1
期
初
頭
、
五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

〕
凶
7
3号
住
居
縄
文
時
代
浅
鉢

7 
5Y
R4
/4
(イ
掲
)

小
硬
片
』
中
期
初
頭
、
五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

3図
8
3号
住
居
縄
文
時
代
深
鉢

素子
告:目
:子
:¥
R
ニ
チ:併
君子
謝

小
破
片

中
期
初
頭
、五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

〕
図
9
3号
住
居
縄
文
時
代
深
鉢

薫紹
審
縣
即
桂
)

小
破
片
27
中
期
初
頭
、五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

10
図
3
3号
土
坑
弥
生
時
代

黒
褐
)

小
破
片

7
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
上
。

10
図
4
21
号
土
坑
個
マ
蒔
仕
深
鉢

5Y
R6
/4
(に
おヾ
い
オ登
)

小
破
片
34
期
初
頭
、
五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

11
図
2
27
号
土
坑
縄
文
時
代
深
鉢

7 
5Y
R5
/4
(1
こ
心ヾ
し
茸
掲
)

小
破
片

０ 一
中
期
初
頭
、
五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

12
図
1
28
号
土
坑
縄
文
時
代
深
鉢

鞘
酔
8¥
朋
浜 妍
働
小
破
片
38
1
口
縁
部
下
に
3本
の
押
引
き
隆
帯
(1
本
は
剥
落
)。
中
期
初
頭
、五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ

る
粗
粒
の
胎
土
。

12
図
2
28
号
土
坑
弥
生
時
代

10
YR
5/
3(
1こ
心ヾ
い
ラ煮
確
動)

小
破
片

91
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、石
英
、 雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

13
図
1
7号
土
坑
弥
生
時
代

に
ぶ
い
黄
橙
)

ハヽ
冊
片
24
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

13
図
2
7号
土
坑
弥
生
時
代

に
ぶ
い
黄
橙
)

小
破
片
20
1
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

13
図
3
10
号
土
坑
弥
生
時
代

に
お
ミ とヽ
1場
)

ノ
Iヽ
硝
片

10
1
口
唇
部
刻
み
◎
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

13
図
4
61
号
土
坑
弥
生
時
代

5Y
R5
/4
(1
こ
ぶ
し
珠
褐
)

小
破
片

16
1
21
・
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土

14
図
1
31
号
土
坑
弥
生
時
代

7 
5Y
R5
/4
fに
おヾ
tヽ
1掲
Ⅲ

小
破
片
23
1
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

14
図
2
47
号
土
坑
弥
生
時
代

|に
ぶ
い
黄
橙
)

小
破
片
24
1
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
B台
土
。

14
図
3
53
号
土
坑
弥
生
時
代

士 宝
3
市
OY
R6
/4
(1
こ
おヾ
t巧
驚
橙
)

小
破
片
17
51
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
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図
版
番
号
遺
構
番
号

時
代
器
種
口
径
(c
m)
器
高
(c
m)
隧 ｍ

胎
土
色
調

残
存
度
唾 ０

特
徴
、
胎
土
質
、
釉
調
、
出
上
位
置

14
図
4
62
号
土
坑
縄
文
時
代
深
鉢

熱
目
:¥
聯
虐 機
働
小
破
片
3C
中
期
初
頭
か
?長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

14
図
5
65
号
土
坑
弥
生
時
代

7 
5Y
R6
/4
(1
こ
▲
ミ もヽ
4登
)

小
破
片

1
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
少
量
の
長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
き
め
の
や
や
細
か
い
胎
土
。

14
図
6
65
号
土
坑
弥
生
時
代

7 
5Y
R7
/4
(1
こ
ぶ
い
オ登
)

小
破
片

外
面
細
密
な
縄
文
。
内
面
横
方
向
の
ナ
デ
。
少
量
の
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
き
め
の
や
や
細
か
い
胎

土
。

14
図
7
66
号
土
坑
弥
生
時
代

士 空
10
YR
6/
4(
に
お
ミ し
境
驚
橙
Ⅲ

小
破
片

1
ク ト
面
細
密
な
縄
文
。
内
面
横
ミ
ガ
キ
。
少
量
の
長
石
、石
英
、 雲
母
粒
子
が
混
じ
る
き
め
の
や
や
細
か
い
胎
土
。

14
図
8
1号
土
坑
縄
文
時
代

に
ぶ
い
黄
橙
)

小
破
片

前
期
末
。
波
状
口
縁
部
下
に
2本
の
結
節
浮
線
文
。

14
図
9
1号
土
坑
縄
文
時
代

に
ぶ
い
赤
掲
)

小
破
片
2C
中
期
初
頭
、五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

14
図
10
8号
土
坑
弥
生
時
代

に
ぶ
い
責
橙
)

小
破
片

1
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

15
図
1
8号
土
坑
弥
生
時
代

|に
ぶ
い
黄
橙
)

小
破
片

t
外
面
縄
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
口
唇
部
折
り
返
し
状
に
段
あ
り
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
き
め
の
や
や
細
か

い
胎
土
奇

15
図
2
44
号
土
坑
弥
生
時
代

|に
ぶ
い
黄
橙
)

小
破
片
2C
外
面
縄
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
き
め
の
や
や
細
か
い
胎
土
。
縄
文
土
器
か
。

15
図
3
67
号
土
坑
弥
生
時
代

iO
YR
5/
3(
1こ
おヾ
t咤
煮
褐
)

小
破
片
2C
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

15
図
4
5号
土
坑
弥
生
時
代

7 
5Y
R4
/2
(I
束
確
3)

小
破
片

C
櫛
描
波
状
文
と
簾
状
文
。
長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

16
図
1
12
号
土
坑
縄
文
時
代

に
ぶ
い
赤
褐
)

小
破
片

前
期
末
。
3本
の
結
節
浮
線
文
と
格
子
状
に
貼
り
付
け
た
細
い
浮
線
文
。
長
石
、
石
英
粒
子
が
混
じ
る
き
め
の
細
か

い
胎
土
。

16
図
2
12
号
土
坑
縄
文
時
代

薫織
雷
ラ 鞘
摂
だぷ
俣 掲

)

小
破
片
25
1
中
期
初
頭
、五
領
ヶ
台
式
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

16
図
3
13
号
上
坑
祢
生
時
代

黒
褐
)

ノ
Iヽ
用
片

C
外
面
櫛
描
波
状
文
。
口
唇
部
刻
み
。
内
面
横
ナ
デ
。
長
石
、 石
英
、 雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

16
図
4
13
号
土
坑
弥
生
時
代

脚 〓 里
(2
00
)

10
YR
5/
4(
に
ぶ
い
黄
褐
)

小
破
片
5C
国
唇
部
は
ハ
ケ
を
押
し
付
け
た
刻
み
。
外
内
面
ハ
ケ
メ
調
整
。
長
石
、石
英
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

16
図
5
38
号
土
坑
弥
生
時
代

う
YR
6/
6(
1登

)
小
破
片

外
面
櫛
描
波
状
文
と
円
形
の
貼
付
文
。
長
石
、 石
英
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

18
図
1
60
号
土
坑
弥
生
時
代

7 
5Y
R6
/4
(1
こ
心ヾ
い
4登
)

小
破
片

外
面
細
密
な
縄
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、石
英
粒
子
が
混
じ
る
き
め
の
や
や
細
か
い
胎
土
。

19
図
1
14
号
土
坑
弥
生
時
代

7 
5Y
R6
/4
(1
こ
ら
ミ ぃ
4登
)

小
破
片
21
口
唇
部
刻
み
。
外
面
櫛
描
波
状
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
き
め
の
や
や
細
か
い
胎

±
6

19
図
2
15
号
土
坑
弥
生
時
代

7 
5Y
R6
/4
(1
こ
ぶ
い
イ登
)

小
破
片
2C
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

19
図
3
23
号
土
坑
赤
生
時
代

72
霧織
目
:I
織
|を
ふド
累堪
キ
小
破
片

外
面
条
痕
文
。
内
面
ナ
デ
。
長
石
、
石
英
、 雲
母
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

19
図
4
23
号
土
坑
弥
生
時
代

7 
5Y
R6
/6
(1
登
)

小
破
片

C
外
面
櫛
描
波
状
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
、
赤
色
、
黒
色
鉱
物
粒
子
が
混
じ
る
き
め
の
や
や
細
か
い
胎
土
。

19
図
5
23
号
土
坑
弥
生
時
代

7 
5Y
R3
/3
(日
告
鷲
謝

小
破
片

外
面
櫛
描
波
状
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、石
英
、赤
色
、黒
色
鉱
物
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

19
図
6
35
号
土
坑
縄
文
時
代

に
ぶ
い
黄
橙
)

小
破
片

中
期
初
頭
、五
領
ヶ
合
式
。
長
石
、
石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。

19
図
7
36
号
土
坑
弥
生
時
代

灰
褐
)

小
破
片

4
口
唇
部
刻
み
。
外
面
条
痕
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、石
英
、雲
母
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

19
図
8
50
号
土
坑
赤
生
時
代

10
YR
6/
4(
1こ
心ヾ
い
黄
4登
)

′
卜
肝
片
3C
えけ
み
突
帯
と
条
痕
文
。
内
面
ナ
デ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

19
図
9
54
号
土
坑
縄
文
時
代

7 
5Y
R5
/6
(日
曽
確
謝

小
破
片
24
をヽ
さ
な
突
起
が
つ
い
た
回
唇
部
。
縄
文
時
代
早
期
の
条
痕
文
系
土
器
か
。
長
石
、
石
英
、
少
量
の
繊
維
が
混
じ
る

粗
粒
の
胎
±
6

19
図
10
68
号
土
坑
弥
生
時
代

黒
褐
)

小
破
片

外
面
櫛
描
波
状
文
と
簾
状
文
。
内
面
ハ
ケ
メ
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
き
め
の
や
や
細
か
い
胎
土
。

19
図
12

遺
構
外
弥
生
時
代

(1
60
Ⅲ

5Y
R6
/6
(1
登
)

小
破
片
2C
師
描
波
状
文
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
長
石
、
石
英
粒
子
が
混
じ
る
や
や
粗
粒
の
胎
土
。

19
図
14

遺
構
外
弥
生
時
代

12
.4

黒
褐
〕

小
破
片

1
外
面
条
痕
。
風
化
し
て
い
て
判
然
と
し
な
い
。
長
石
、
石
英
、
雲
母
粒
子
が
混
じ
る
粗
粒
の
胎
土
。
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第
5表
 
石
器
観
察
表

図
版
番
号
遺
構
番
号

器
種

長

(c
m)
幅
(c
m)
厚
(c
m)

石
質
軽 ①

特
徴

7図
6
2号
住
居
打
製
石
斧

粘
板
岩

25
離
な
周
縁
部
調
整
。
刃
部
破
片
か
。

9図
10
3号
住
居
石
鏃

2.
2
15

Э
.5
黒
曜
石

1.
3

9図
11
3号
住
居
石
鏃

2.
0

黒
曜
石

0,
7
先
端
部
、
茎
部
片
端
欠
損
。

9図
12
3号
住
居
石
皿

17
.5
2■
0
6.
8
安
山
岩
28
0C
未
成
品
か

9図
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20%混 じる。細粒上 国くし
まる。
10YR4/61alに 1灘1生(P罰陽)が
40%混 じる。細粒亀 固くし
まる。

1灘1弘(黒褐)に 10HR3/項暗褐)
が3%混じる。糸麟上塩 しまる。
101R4/6徽 3)1こ 1飢蠣3/4(Π割隔)が
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30%混 じる。糸日粒上。しまる。
10報74(褐 )に 10VR3/3(暗褐)が
10%混 じる。細粒土。国くし
まる。
10WR4/4(褐 )。 細粒土。固くし
まる。

3号 ピット

B

5号 ピット

D

7号ビット

14号 ピット

地山

4号 ビット

C

1層

地 山

1層

2層

~｀
〔三ヱ三正三

=フ
「
~~    
地山

6号 ビット

E

13号 ビット

K

地 山

炒

修山

9号 ピット             1層

H                HlЮ26f
帽
　
媚

地 山

10号 ピット          1層 10釈〃2(黒禍)に 10YR3/4(暗 偶) 11号 ピット          1層
が5%混じる。糸酢量比 しまる。

二        乳26娼 鰐諸♂著P矯超鍋禦C 立2      北6娼
畑と群慇會醗「継 隈 Cぺ 旺 ア あ √

い
地山

まる。

[層

45号 ピット

M

芦

�
　

娼
浮

蜘
　

娼

擁
蝿

48号 ピット

O

50号 ピット

Q

彊
　
　
娼

ご
一７９２

第 17図 土坑群 D(1/20)
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写真図版 1

調査地点近景

調査地点近景
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写真図版 2

1号住居跡

1号住居炉跡検出状況
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写真図版 3

1号住居炉跡半哉状況

1号住居炉跡半哉状況
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写真図版 4

1号住居跡完掘状況

1号住居跡出土土器
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1号住居跡炉体土器



写真図版 5

2号住居跡完掘状況

2号住居埋土セクション 2号住居出土上器



写真図版 6

3号住居跡完掘状況

3号住居跡完掘状況
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写真図版 7

3号住居埋土セクション

3号住居遺物出土状況
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写真図版 8
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写真図版 9

3号住居炉体土器

3号住居出土土器
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写真図版 10

3号土坑

21号土坑
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写真図版 11

26号土坑

27号土坑上層礫検出状況
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写真図版 12

27号土坑下層石組検出状況
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写真図版 13

28号土坑下層石組検出状況

3号 。21号 。27号 。28号・ 7号・ 10号土坑出土土器
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写真図版 14

36号土坑

36号・50号・54号・68号土坑 。遺構外出土土器
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写真図版 15

土坑群 A(北 西から)
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写真図版 16

7号土坑

10号・61号土坑

1____



写真図版 17

30号土坑



写真図版 18

47号土坑



写真図版 19

53号土坑

62・ 631号土J九 64号土坑
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写真図版 20

30号・47号・53号 。62号・65号土坑65号土坑

6号土坑66号土坑

-53-



写真図版 21

66号 。1号・8号 。44号 。67号・5号土坑出土土器5号土坑

13号土坑12号土坑
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写真図版 22

12号 。13号土坑出土土器 25号ピット

38号土坑 59号土坑
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写真図版 23
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写真図版 24

8号土坑 9号土坑

14号土坑 15号土坑
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写真図版 25

16号土坑 17号土坑

18号土坑 19。 20号土坑
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写真図版 26

22号土坑 23号土坑

24号土坑 25号土坑



写真図版 27

29号土坑 32号土坑

33号土坑 34号土坑
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写真図版 28

37号土坑 39号土坑

41号土坑 42号土坑
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写真図版 29
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写真図版 30

50号土坑 51号土坑
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写真図版 31

57号土坑 58号土坑

61号土坑 67号土坑
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写真図版 32
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遺構外出上の石器 遺構外出上の石器

遺構外出上の石器
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遺構外出上の石器
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所 在 地 山梨県北杜市須玉町江草字平山

位 置 】ヒ漁幸35°  48′  49″ 東経 138°  2g 30″

調 査 原 因 農産物処理加工施設建設

調 査 期 間 平成 17年 6月 21日 ～平成 17年 7月 22日

調 査 機 関 北杜市教育委員会

調 査 面 積 1669だ

時 期 縄文時代、弥生時代

主 な 遺 構
縄文時代の竪穴住居 1軒、弥生時代中期の鬱穴住居跡 2軒、掘立柱建物跡 2棟、
縄文時代～弥生時代の土坑・ピット

主 な 遺 物 縄文時代、弥生時代の上器、石器

特 記 事 項
平山遺跡では2度目の調査。山梨県北西部では稀少な弥生時代の墓域と思われる
土坑群、掘立柱建物跡。埋奏炉を伴う弥生時代の竪穴住居跡。
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